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27日 に開かれ た 2回 目の会 合 (左か ら二 人 目が簿 床 会 長 )

民
主
党
の
水
政
策
推
進
議
輿

運
盟

（会
長
――
樽
床
伸
二
衆
議

院
議
員
）
は
２７
日
、

衆
議
院
第

１
議
員
会
館
て
第
２
回
総
会
を

党
連

主
議

民
水

開
き
、

総
務
省
、

経
済
産
業
省

か
ら
上
下
水
道
の
現
状
や
水
ビ

ジ
ネ
ス
の
動
向
に
つ
い
て
情
報

を
収
集
、

憲
見
交
換
を
行

っ
た
。

今国会中に方針示す
今
国
会
申
に
、

簡
ら
か
の
考
え

方
を
示
す
予
定
。
ま
た
、

副
会

長
に
、

奥
村
展
二
衆
議
院
議
員

が
就
任
し
た
。

・

総
務
省
か
ら
は
、

細
隠
隆
大

題
富
房
審
議
富

（自
治
財
政
局

公
営
企
業
担
当
）
が
上
下
水
道

の
現
状
を
説
明
。

水
道
事
業
で

は
、

耐
震
化
と
あ
わ
せ
た
施
設

の
更
新
が
大
き
な
課
題
と
な

っ

て
お
り
、

特
に
小
規
模
事
業
体

を
中
心
に
、

統
合

・
広
域
化
に

よ
る
施
弱
な
財
政
基
盤
の
解
消

も
課
題
と
な

っ
て
い
る
と
述
べ

た
。

ま
た
、

「地
方
自
治
体
水

道
事
業
の
海
外
展
開
検
討
チ
ー

ム
」
の
作
業
に
も
触
れ
、

自
治

体
職
農
の
派
適
な
ど
地
方
公
営

企
業
法
上
の
解
駅
は
済
ん
て
い

る
と
の
見
解
を
示
し
た
。

雄
韓
癖
義
韓
灘

節
誘
穀

、
（輔
醐

輸
出
担
当
）
が
お
水
ビ
ジ
ネ
ス

国
際
展
開
研
究
会
に
よ
る
報
告

「水
ビ
ジ
ネ
ス
の
国
際
展
開
に

向
け
た
課
題
と
異
体
的
方
策
」

に
つ
い
て
説
明
。

上
下
水
道
分

野
て
は
、

プ
ラ
イ
ム

・
コ
ン
ト

ラ
ク
タ
ー
と
し
て
事
業
権
の
確

保
を
め
ざ
し
、

造
水
な
ど
成
長

分
野
て
は
、

優
位
性
の
高
い
技

術
て
案
件
受
桂
を
め
ざ
す
こ
と

を
今
後
の
ビ
ジ

ョ
ン
に
掲
げ

て
、

ヨ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
形
成

支
援
や
政
策
金
融
支
援
の
壼
燕

化
を
図
る
と
い

っ
た
対
応
策
を

紹
介
し
た
。

ま
た
、

グ
ロ
ー

バ
ル
ウ
ォ
ー

タ

・
ジ
ャ
パ
ン
の
蓄
村
和
就
代

表
も
説
明
に
立
ち
、

水
ビ
ジ
ネ

ス
は
国
を
挙
げ
て
取
り
組
む
の

が
世
界
の
常
識
だ
と
し
て
、

フ

ラ
ン
ス
や
シ
ン
ガ
ボ
ー

ル
、

韓

国
の
取
り
組
み
を
紹
介
、

政
府

の
積
極
的
な
関
与
や
、

水
メ
ジ

ャ
ー
と
は
異
な
る
日
本
型
ビ
ジ

ネ
ス
モ
ヂ
ル
の
構
築
な
ど
持
論

を
展
開
し
た
。　

一
方
、

国
内
で

も
、

地
下
水
を
公
水
に
位
麓
づ

け
る
こ
と
、

上
下
水
道
の
耐
震

化
を
促
進
し
、

２
％
以
上
の
更

新
率
を
確
保
す
る
た
め
、

更
新

需
要

へ
の
配
慮
を
求
め
た
。

ま

た
、

チ
ー
ム
水
・日
本
の
活
動
、

水
の
安
全
保
障
戦
略
機
構
が
ま

と
め
た
海
外
展
開
強
化
方
策
も

紹
介
し
た
。

意
見
交
換
で
は
、

日
本
の
ノ

ウ

ハ
ウ
が
国
際
的
に
通
用
す
る

の
か
検
討
す
る
必
要
性
が
指
摘

さ
れ
た
ほ
か
、

案
件
受
注
に
は

国
運
を
か
け
て
取
り
組
む
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
な
ど
の
意

見
が
出
さ
れ
た
。
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(4)

麟
舗
鰹

最
先
端
技
術
の
蓄
積
を

東
京
都
の
猪
瀬
直
欄
副
知
事
が
２５
日
、

都
内
の
水
道
施
設
を
視
察
し
た
。

オ
ゾ
ン

・
生
物
活
性
炭
処
理
を
導
入
し
て
い
る
三
園

浄
水
場

（板
橋
区
）
で
は
、

高
度
浄
水
処
理
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー

制
御
に
よ
り
２４
時
間
水
の
流
れ
を
管
理
す
る
水

運
用
セ
ン
タ
ー

（文
京
区
）
で
は
、

水
圧
制
御
な
ど
の
運
転
管
理
、
Ｉ
Ｓ
０
１
７
０
２
５
認
証
を
取
得
し
て
い
る
水
質
セ
ン
タ
ー

（
同
）
て
は
５０
項
目
に
上
る
水
質
検
査
業
務
―
―
な
ど
に
つ
い
て
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
、

現
場
設
備
な
ど
を
見
て
回

っ
た
。

視
察

を
終
え
た
猪
瀬
副
知
事
は
、

「
（視
察
を
通
じ
）
東
京
水
道
の
実
力
を
確
か
め
た
か

っ
た
。

世
界

一
の
水
道
だ
と
い
う
こ
と
が
良

く
分
か

っ
た
」
な
ど
と
振
り
返

っ
た
上
で
、

今
後
の
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
へ
の
意
欲
も
示
し
た

。
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三 園浄水場 を熱 心 に視察 す る猪瀬 副知事

ア
ジ
ア
諸

水運 用 セ ン ター監 視室 で説 明 を受 ける猪 瀬副知事
国
て
の
市
場
調
査
な
ど
を
目
的

と
し
た

「国
際
貢
献
ミ
ッ
シ
ョ

ン
団
」
派
遣
に
先
立
ち
、

内
閣

官
一房
の
古
川
元
久

・
国
家
戦
略

室
長

（内
閣
府
副
大
臣
）
に
面

会
。

〈
ラ
後
の
海
外
活
動
に
対
し
、

国
を
挙
げ
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す

る
よ
う
求
め
る
な
ど
、

東
京
水

道
の
海
外
進
出
に
精
力
的
に
取

り
組
ん
て
い
る
。

三
園
浄
水
場
は
、

利
根
川
・荒

川
の
水
を
秋
ヶ
瀬
取
水
堰
か
ら

取
水
し
て
い
る
が
、

か
び
臭
原

因
物
質
や
消
毒
副
生
成
物
、

陰

イ
オ
ン
界
面
活
性
剤
な
ど

へ
の

対
応
を
迫
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

‐９
年
１０
月
に
オ
ゾ
ン
と
生
物
活

性
炭
に
よ
る
高
度
浄
水
処
理
を

導
入
し
て
い
る
。

施
設
能
力
は

３０
万
立
方
肝
／
国
③

処
理
フ
ロ

ー
は
、

凝
集
沈
殿
↓
前
段
ろ
過

↓
オ
ゾ
ン
処
理
↓
生
物
活
性
炭

↓
後
段
ろ
過
と
な

っ
て
い
る
。

猪
瀬
副
知
事
は
、

実
験
装
置

を
用
い
た
凝
集
沈
澱
や
活
性
炭

の
逆
洗
浄
の
ほ
か
、

オ
ゾ
ン
処

理
の
様
子
な
ど
を
視
察
。

「最

先
端
の
処
理
技
術
が
蓄
積
さ
れ

て
い
る
」
と
感
想
を
述
べ
た
。

水
運
用
セ
ン
タ
ー
は
昭
和
５４

年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
施
設
。

複

数
の
大
型
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
な

ど
に
よ
り
、

２４
時
間
態
勢
て
水

源
か
ら
配
水
管
に
至
る
水
圧
、

水
量
な
ど
の
約
１
万
７
０
０
０

件
に
上
る
デ
ー

タ
を
収
集
監

視
。

使
用
量
の
変
動
や
漏
水
事

故
な
ど
に
応
じ
、

最
適
な
水
運

用
の
運
転
管
理
を
行

っ
て
い

る
。

監
視
室
を
視
察
し
た
猪
瀬
副

知
事
は

「水
が
血
液
の
よ
う
に

一鋼厳峡棟薪嘩般待張伸切い

る
こ
と
が
分
か

っ
た
。

水
道
だ
」
と
述
べ
た
。

こ
れ
が


